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2026年４月１日スタート！ 「自転車青切符制度」とは？2026年４月１日スタート！ 「自転車青切符制度」とは？

ながらスマホ運転
12,000円

信号無視・逆走など
6,000円

傘さし・イヤホン使用
5,000円

悪質な歩道走行・逆走など
6,000円

主な違反と
反則金一覧
主な違反と
反則金一覧

ラチエン通りから
見た、実際よりも
大きく見える
『お化け烏帽子』。

令和７年７月７日OPEN！　
道の駅湘南ちがさき

　２０２６年４月から、自転車の交通違反に対して「青切符（反則金）」が全国で導入されることが決
定しました。これまでは注意や警告にとどまっていた違反行為にも、正式に反則金が科されるようにな
ります。反則金については、２０２５年６月１７日に正式に決定されました。主な違反と反則金は以下
のとおりです。

　警察から青切符を発行された場合、定められた期間内に反則金を納付しないと刑事手続きに移行する
場合もあるので、注意が必要です。反則金や罰則を受けないため、何よりも事故を起こさないため、正
しい自転車運転を心がけましょう。

　ルドルフ・ラチエンはドイツの貿易商・実業家で、1903年に23歳で来日し、東京でドイツ製品の輸入を行う
ラチエン商会を経営していました。1932年ごろには茅ヶ崎の松が丘一帯に東京ドーム程の約５０，０００㎡の
広大な別荘を構え、桜を好んだラチエンは別荘から海に向かうまでの道に１２０本の桜を植え、桜並木を作り
ました。この道は当時「桜道」と呼ばれ、地域の人々に親しまれました。
　妻の朝於（アサオ）は茅ヶ崎に実家を持つ宇宙飛行士「土井隆雄」さんの縁戚で、ラチエンが２９歳、アサ
オが１７歳の時に結婚しました。
　終戦直前には東京大空襲でラチエン商会の建物が焼失し、夫妻は茅ヶ崎の別荘に引越しましたが、終戦
後、別荘本館はGHQに接収されてしまいました。その後、敷地内の小さな小屋で生活し、６８歳でラチエン
はその生涯を閉じました。
　かつて「桜道」と呼ばれた通りを含む国道１号（松林）から国道１３４号（菱沼海岸）まで南北約２ｋｍに伸び
る市道は、いつしか「ラチエン通り」と呼ばれるようになり、2001年には市が「ラチエン通り」という愛称を
正式に認め、今日でも「ラチエン通り」として親しまれています。
　また、茅ヶ崎出身の桑田佳祐（サザンオールスターズ）が、この通りに住ん
でいた中学時代の初恋の「シスター」を想って作った『ラチエン通りのシス
ター』という歌でも有名です。

ルドルフ・ラチエン

令和７年７月７日OPEN！　
道の駅湘南ちがさき

茅ヶ崎ゆかりの人物紹介

ラチエン夫妻地図
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事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

男
性 

七
十
五・九
歳

女
性 

七
十
三・六
歳

合
計 

七
十
五・三
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
性 

六
百
九
十
七
名

女
性 

二
百
二
十
九
名

合
計 

九
百
二
十
六
名

令
和
七
年
五
月
末
現
在

　会
員
の
皆
様
へ
の
就
業
機
会
の
情
報

提
供
や
生
き
が
い
活
動
の
相
談
に
応
じ

る
窓
口
と
し
て
会
員
専
用
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
開
設
日
時
は
毎
月
第
三

金
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
及
び

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
一
枠
一
時

間
で
一
日
に
四
名
の
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
場
所
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
会
費
の
納
入
を
！

会
員
相
談
窓
口
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
に
つ
い
て

　令
和
七
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
事
務
局
窓

口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会

費
納
付
書
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん

。
毎
年
四
月
か
ら
六
月
末
ま
で
に
事

務
局
窓
口
へ
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
入
が
無
い

場
合
、
就
業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
セ
ン
タ
ー
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
専
用
サ
イ
ト

「Sm
ile to Sm

ile

」

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　就
業
が
困
難
に
な
っ
た
会
員
の
皆
様

の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
令
和
五
年
度

よ
り
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を
導
入
し
て

お
り
ま
す
。

　正
会
員
と
し
て
二
年
以
上
セ
ン
タ
ー

に
在
籍
し
た
方
で
、
諸
事
情
に
よ
り
就

業
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
ゴ
ー

ル
ド
会
員
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　ゴ

ー
ル
ド
会
員
は
、
仕
事
の
紹
介
や

就
業
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
社
会
参

加
活
動
や
同
好
会
活
動
等
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
度
会
費
は
五
百

円
で
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
事
務
局
窓
口
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

令
和
七
年
度

安
全
就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

優
秀
賞
　
受
賞
に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
定
に
合
わ
せ
、
令
和
七
年
四
月

よ
り
会
員
業
務
委
託
料
（
配
分
金
）
の

時
間
単
価
を
「
千
百
六
十
二
円
〜
」
に

改
め
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
茅
ヶ
崎
に
湘
南
地
域
初
の
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
の
会
報
で
は
表
紙
と
特

集
で
「
道
の
駅
　
湘
南
ち
が
さ

き
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
道
の
駅
と
聞
く
と
、
観
光
客
向

け
の
施
設
か
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
地
元
住
民
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
夏
の
暑
さ
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
皆
様
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　  

広
報
委
員
会
　
一
同

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
発

行
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら

び
に
会
員
専
用
サ
イ
ト
「S

m
ile
 to
 

S
m
ile

」
を
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　特
に
、
会
員
専
用
サ
イ
ト
「S

m
ile 

to
 
S
m
ile

」
は
、
会
員
個
人
に
向
け
て

の
郵
送
物
や
情
報
の
や
り
取
り
に
つ
い

て
も
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
会
員
の
皆

様
の
来
所
の
負
担
を
減
ら
す
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局

窓
口
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
が
選
定
す
る
「
安
全
就
業
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
茅
ヶ

崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
の
安
全
就
業
へ
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
六
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
七
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
六
百
九

十
三
名
の
出
席
者
（
委
任
状
等
を
含
む
）
が
あ
り
、

次
の
議
案
等
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　議

　題

（
一
）

 
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
七
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
七
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
七
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投

　
　
　
　
　
　資
の
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
第
四
号

　令
和
六
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い

　
　
　
　
　
　て

（
二
）

 
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　定
款
の
変
更
に
つ
い

　て
議
案
第
二
号

　令
和
六
年
度
事
業
報

　告
の
承
認

議
案
第
三
号

　令
和
六
年
度
決
算
の

　承
認

　監
査
報
告

永
年
功
労
者
の
表
彰

　当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
多
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
正
会
員
の
功
績
を
称
え
、
定
時
総
会
に
て
次

の
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

正
会
員
二
十
七
名
（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

村
瀬

　一
雄

　
　伊
藤

　靜
枝

　
　石
渡

　義
和

鈴
木

　信
男

　
　堀
内

　光
昭

　
　山
本

　康
夫

湯
川

　
　徹

　
　若
月

　秋
雄

　
　江
上

　
　稔

古
家

　史
記

　
　田
村

　清
子

　
　高
橋

　信
昭

伊
藤

　一
夫

　
　門
脇

　久
夫

　
　遠
藤

　利
明

太
田

　道
夫

　
　大
地

　和
生

　
　二
方

　文
雄

舟
原

　勝
敏

　
　程
島

　廣
行

　
　以
倉

　正
樹

木
村

　充
子

　
　小
林

　惠
介

　
　小
林

　美
智

端
山

　幾
雄

　
　福
井

　正
昭

　
　吉
岡

　
　攻

　

　定
時
総
会
終
了
後
、
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　安

全
講
習
会
で
は
茅
ヶ
崎
市
安
全
対
策
課
職
員
に
よ

る
自
転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　茅
ヶ
崎
市
は
自
転
車
を
利
用
す
る
人
が
多
く
、
自
転

車
の
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の

行
き
帰
り
途
中
の
事
故
も
、
毎
年
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
転
車
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
運
転
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
と
し
て

　
　① 

車
道
が
原
則
・
歩
道
は
例
外

　
　② 

交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
て
安
全
確
認

　
　③ 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
　④ 

飲
酒
運
転
は
禁
止

　
　⑤ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　こ
れ
ら
の
五
則
を
守
り
、
ま
た
自
転
車
も
乗
れ
ば
車

の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
被
害
者
と

し
て
も
、
加
害
者
と
し
て
も
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
注
意
し
て
運
転
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 安

全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

令和七年度　定時総会

永年功労者の方々（当日出席）

自
転
車
も
　

乗
れ
ば
車
の

仲
間
入
り

だ
よ
！

会
員
業
務
委
託
料（
配
分
金
）

の
時
間
単
価
に
つ
い
て

　セ
ン
タ
ー
事
務
支
局
窓
口
横
に
「
シ

ル
バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
意

見
箱
）」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
ご
提
案
、
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
会
員
専
用
ペ
ー

シ
ル
バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き

Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
）に
つ
い
て
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不満
1%

依頼しない
1%

図2 作業料金に
      ついて(設問②)

図3 今後の意向に
　　  ついて(設問③)

令
和
六
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次
の
項
目

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望
を
持
っ
て
い
る

か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
仕
事
の
満
足
度

　②
作
業
料
金

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
を
記

し
た
案
内
文
と
、返
信
に
設
問
項
目
を
記
載
し
、回

答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
い
た
だ
く
よ
う
発
送

し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
六
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期
間
に
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除
く
事
業
者
、一

般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、そ
の
う
ち
各
業
務
に
設

定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ
う
業
務
ご
と
に
無
作
為

に
五
百
件
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　以
上
の
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
返
信
は

三
百
三
十
六
通
（
回
答
率
六
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
）あ
り
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度
に
関
し
て
は
、
や
や

満
足
も
含
め
満
足
と
す
る
回
答
が
約
八
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、
普
通
と
す
る

回
答
を
含
め
る
と
約
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
や
や
不
満
、
不
満
と
す
る

回
答
が
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
ま
し
た
。

②
作
業
料
金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答

が
約
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
安
い
・
や

や
安
い
と
す
る
回
答
を
含
め
る
と
約
八
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

③
今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、
是
非
依
頼
す
る

と
い
う
回
答
が
約
八
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
た

ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
約
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
で
合
計
が
約
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
依
頼
し
な
い
と
す
る
回
答

が
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
ま
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様

に
次
回
も
依
頼
す
る
、
ま
た
は
た
ぶ
ん
依
頼
を

す
る
と
回
答
い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客
様
が
再

度
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
満
足
度
に
つ

い
て
は
、
ご
満
足
い
た
だ
け
て
い
な
い
、
次
回

は
依
頼
し
な
い
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
り
満
足
度
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

図１ 仕事の満足度に
　　ついて(設問①)

　令
和
六
年
度
は
就
業
途
上
の

傷
害
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
就
業
中
の
賠
償
事
故

が
四
件
、
就
業
中
の
傷
害
事
故

が
四
件
の
合
計
八
件
の
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　事
故
件
数
に
つ
い
て
は
令
和

三
年
度
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降
、
年
度
間
の
事
故
件

数
が
十
件
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下
回
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て
お
り
ま

す
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令
和
六
年
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就
業
途
上
で

の
事
故
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り
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し
た
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業
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傷
害
事
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前
年

度
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二
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賠
償
事
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年
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よ
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増
加
す
る
結

果
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な
り
ま
し
た
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熱
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危
険
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高
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っ
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ま

す
。　セ

ン
タ
ー
と
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よ
り
熱

中
症
対
策
に
関
す
る
取
組
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
が
、
ま
ず

は
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
体
調
管
理
や
水
分
補
給
を
心
が

け
て
、
無
理
せ
ず
に
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分

や
周
り
の
方
が
仕
事
中
に
調
子
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
ま
ず

休
息
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
も
体
調
が
好
転
し
な
い

場
合
に
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
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　去
る
六
月
一
日
（
日
）
サ
ザ
ン
ビ
ー

チ
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎
市
等
主
催
の

「
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ

崎
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
他
団
体
等
老
若
男
女
、
多

く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　令
和
七
年
度
は
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
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追
加
開
催
は
予
定

さ
れ
て
い
ま
せ
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が
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今
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開
催
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つ
い
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参
加
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予

定
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て
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タ
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い
た
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ま
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で
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皆
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是
非
ご
参
加
く
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さ
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。

　「
電
話
番
号
が
犯
罪
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
通
信
を
停
止
す
る
。
使

用
を
継
続
す
る
場
合
に
は
指
定
の

番
号
へ
連
絡
し
て
」と
い
う
詐
欺
の

電
話
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
も
か
か
っ
て
き
て
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ま
す
。

　こ
う
し
た
時
に
指
定
さ
れ
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電

話
番
号
へ
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ー
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の
リ
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に
ア
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し
て

は
い
け
ま
せ
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人
情
報
を
盗
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さ
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た
り
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ス
に
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す
る

可
能
性
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あ
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ま
す
。
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ル
で
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え
の
な
い
請
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が
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き
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に
払
え
な
ど

の
文
言
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
慌
て

て
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。一
度

落
ち
着
い
て
周
り
の
人
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　茅
ヶ
崎
市
は
、
神
奈
川
県
内
で

も
特
に
こ
う
し
た
詐
欺
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　何
か
わ
か
ら
な
い
、不
安
だ
と
い

う
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
茅
ヶ
崎

警
察
署
（
〇
四
六
七
―
八
二
―
〇

一
一
〇
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

何かあっても
慌てずに
一呼吸おいて
落ち着いて対応

のどが渇く前に
こまめな水分補給を！
無理せずに
エアコンも利用しよう！

室内での熱中症にも注意
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（4）（5） 第88号　シルバーちがさき（令和7年7月発行） 第88号　シルバーちがさき（令和7年7月発行）

道の駅　湘南ちが
さき

道の駅　湘南ちが
さき特集

地元の野菜や肉・魚が並ぶ直売所がオープン。
他にもオリジナルブランド
「Choice!CHIGASAKI」

をはじめとして
茅ヶ崎ゆかりの

いろいろな商品が集っているよ。道の駅おすすめコーナー

地元
食材
が集まる直売所

●なんどき牧場……茅ヶ崎メンチをはじめとした肉料理など
●ゆうまん丸食堂…茅ヶ崎漁港で水揚げされた海の幸など
●ニコとモク………地元食材を中心にフランス料理をはじめ
 多彩な料理など　
●ホノルル食堂……DaCafe　ハワイアンフードやコーヒー・
 ラテなど
●プレンティーズ…茅ヶ崎生まれのアイスクリーム
 道の駅限定フレーバー

茅ヶ崎のお店が集まったフードコート
道の駅の近くにも寄り道スポットがたくさん！！
●茅ヶ崎ナベヤ苺園
道の駅から徒歩５分
苺摘み体験・パック苺の購入が可能　

●柳島スポーツ公園
道の駅から徒歩3分
ランニングや散歩広場やテニスコート　

●しおさい公園
道の駅から徒歩５分
道の駅でテイクアウトしてゆっくりできる

●柳島海岸
道の駅から徒歩１０分
ついでに海辺の散策を　トンビに注意

●ハマミーナ
道の駅から徒歩１５分
スーパーや飲食店の利用　公共施設窓口

●竜泉寺の湯
道の駅から徒歩２５分
温泉・サウナ、食事やマッサージ

◆開　　　業／令和７年７月７日（月）　
◆所　在　地／柳島1546-1　
◆営 業 時 間／9：00～18：00
◆駐　車　場／普通車160台、大型車28台、バイク40台
　　　　　　　駐車可能
◆その他施設／24H利用可能なトイレ・交流広場・
　　　　　　　キッズスペース・フードコート・
　　　　　　　ドッグランなど

湘南地域初の道の駅が
令和７年７月７日

OPEN！！
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不満
1%

依頼しない
1%

図2 作業料金に
      ついて(設問②)

図3 今後の意向に
　　  ついて(設問③)

令
和
六
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次
の
項
目

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望
を
持
っ
て
い
る

か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
仕
事
の
満
足
度

　②
作
業
料
金

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
を
記

し
た
案
内
文
と
、返
信
に
設
問
項
目
を
記
載
し
、回

答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
い
た
だ
く
よ
う
発
送

し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
六
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期
間
に
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除
く
事
業
者
、一

般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、そ
の
う
ち
各
業
務
に
設

定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ
う
業
務
ご
と
に
無
作
為

に
五
百
件
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　以
上
の
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
返
信
は

三
百
三
十
六
通
（
回
答
率
六
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
）あ
り
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度
に
関
し
て
は
、
や
や

満
足
も
含
め
満
足
と
す
る
回
答
が
約
八
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、
普
通
と
す
る

回
答
を
含
め
る
と
約
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
や
や
不
満
、
不
満
と
す
る

回
答
が
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
ま
し
た
。

②
作
業
料
金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答

が
約
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
安
い
・
や

や
安
い
と
す
る
回
答
を
含
め
る
と
約
八
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

③
今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、
是
非
依
頼
す
る

と
い
う
回
答
が
約
八
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
た

ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
約
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
で
合
計
が
約
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
依
頼
し
な
い
と
す
る
回
答

が
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
ま
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様

に
次
回
も
依
頼
す
る
、
ま
た
は
た
ぶ
ん
依
頼
を

す
る
と
回
答
い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客
様
が
再

度
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
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し
、
満
足
度
に
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て
は
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ご
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足
い
た
だ
け
て
い
な
い
、
次
回

は
依
頼
し
な
い
と
い
う
意
見
も
い
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だ
い
て
お
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ま
す
の
で
、
よ
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度
を
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ら
れ
る
よ
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に
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い
き
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い
と
考
え
ま
す
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、
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に
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て
は
、
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な
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し
た
の
で
参
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に
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ま
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。
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生
し
ま
し
た
。

　事
故
件
数
に
つ
い
て
は
令
和

三
年
度
以
降
、
年
度
間
の
事
故
件

数
が
十
件
を
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
六
年
度
は
就
業
途
上
で

の
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
就
業
中
の
傷
害
事
故
は
前
年

度
よ
り
二
件
増
加
し
、
賠
償
事
故

は
前
年
度
よ
り
一
件
増
加
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
六
年
度
は
事
故

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
近
年
七
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
特
に
暑
い
日
が
続
く
こ
と

が
多
く
、
そ
の
た
め
熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。　セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
よ
り
熱

中
症
対
策
に
関
す
る
取
組
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
が
、
ま
ず

は
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
体
調
管
理
や
水
分
補
給
を
心
が

け
て
、
無
理
せ
ず
に
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分

や
周
り
の
方
が
仕
事
中
に
調
子
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
ま
ず

休
息
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
も
体
調
が
好
転
し
な
い

場
合
に
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　室温　２８℃　湿度７０％を超える場合は、室内で
も熱中症になってしまう危険があります。
無理をせずにエアコンを使いましょう！
　また、汗をかいて脱水症状を起こすとのどの渇きを
感じにくくなります。
　のどが渇く前からこまめに水分補給するようにしま
しょう。
　熱中症の初期症状として、頭痛や
筋肉痛、生あくびが出るなどがあり
ます。
　こうした時には、すぐに涼しい場所に
移動して、水分補給と体の冷却をして、

調子が戻らなければすぐに救急車を呼んでください。

　去
る
六
月
一
日
（
日
）
サ
ザ
ン
ビ
ー

チ
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎
市
等
主
催
の

「
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ

崎
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
他
団
体
等
老
若
男
女
、
多

く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　令
和
七
年
度
は
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
の
追
加
開
催
は
予
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
開
催
に

つ
い
て
も
セ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
セ
ン

タ
ー
よ
り
改
め
て
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　「
電
話
番
号
が
犯
罪
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
通
信
を
停
止
す
る
。
使

用
を
継
続
す
る
場
合
に
は
指
定
の

番
号
へ
連
絡
し
て
」と
い
う
詐
欺
の

電
話
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
も
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
時
に
指
定
さ
れ
た
電

話
番
号
へ
電
話
を
掛
け
た
り
、メ
ー

ル
内
の
リ
ン
ク
先
に
ア
ク
セ
ス
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。個
人
情
報
を
盗
難

さ
れ
た
り
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　メ
ー
ル
で
身
に
覚
え
の
な
い
請

求
が
届
き
、
今
日
中
に
払
え
な
ど

の
文
言
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
慌
て

て
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。一
度

落
ち
着
い
て
周
り
の
人
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　茅
ヶ
崎
市
は
、
神
奈
川
県
内
で

も
特
に
こ
う
し
た
詐
欺
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　何
か
わ
か
ら
な
い
、不
安
だ
と
い

う
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
茅
ヶ
崎

警
察
署
（
〇
四
六
七
―
八
二
―
〇

一
一
〇
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

何かあっても
慌てずに
一呼吸おいて
落ち着いて対応

のどが渇く前に
こまめな水分補給を！
無理せずに
エアコンも利用しよう！

室内での熱中症にも注意

第88号　シルバーちがさき 第88号　シルバーちがさき

安い
19%

是非依頼
82%

たぶん依頼
17%

普通
13%

妥当
57%

やや安い
10%

やや高い
12%

高い
2%

満足
63%

やや満足
20%

やや不満
3%

令
和
六
年
度
事
故
報
告

令和４年度 1 4 4 9

令和５年度 2 3 2 7

令和６年度 0 4 4 8

令和３年度 1 4 4 9

令和４年度 0 3 3 6

令和５年度 1 3 2 6

就業中の賠償事故

就業途上の傷害事故

合計

就業中の傷害事故

就業途上の
傷害

就業中の
賠償

就業中の
傷害

事故合計

8

4 4

0

7

3

22

9

4 4

1

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎

安
全
管
理
委
員
会

令和６年度令和５年度令和４年度



（2）（7）

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

男
性 

七
十
五・九
歳

女
性 

七
十
三・六
歳

合
計 

七
十
五・三
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
性 
六
百
九
十
七
名

女
性 

二
百
二
十
九
名

合
計 

九
百
二
十
六
名

令
和
七
年
五
月
末
現
在

　会
員
の
皆
様
へ
の
就
業
機
会
の
情
報

提
供
や
生
き
が
い
活
動
の
相
談
に
応
じ

る
窓
口
と
し
て
会
員
専
用
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
開
設
日
時
は
毎
月
第
三

金
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
及
び

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
一
枠
一
時

間
で
一
日
に
四
名
の
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
場
所
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
会
費
の
納
入
を
！

会
員
相
談
窓
口
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
に
つ
い
て

　令
和
七
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
事
務
局
窓

口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会

費
納
付
書
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん

。
毎
年
四
月
か
ら
六
月
末
ま
で
に
事

務
局
窓
口
へ
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
入
が
無
い

場
合
、
就
業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
セ
ン
タ
ー
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
専
用
サ
イ
ト

「Sm
ile to Sm

ile

」

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　就
業
が
困
難
に
な
っ
た
会
員
の
皆
様

の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
令
和
五
年
度

よ
り
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を
導
入
し
て

お
り
ま
す
。

　正
会
員
と
し
て
二
年
以
上
セ
ン
タ
ー

に
在
籍
し
た
方
で
、
諸
事
情
に
よ
り
就

業
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
ゴ
ー

ル
ド
会
員
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　ゴ

ー
ル
ド
会
員
は
、
仕
事
の
紹
介
や

就
業
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
社
会
参

加
活
動
や
同
好
会
活
動
等
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
度
会
費
は
五
百

円
で
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
事
務
局
窓
口
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

令
和
七
年
度

安
全
就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

優
秀
賞
　
受
賞
に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
定
に
合
わ
せ
、
令
和
七
年
四
月

よ
り
会
員
業
務
委
託
料
（
配
分
金
）
の

時
間
単
価
を
「
千
百
六
十
二
円
〜
」
に

改
め
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
茅
ヶ
崎
に
湘
南
地
域
初
の
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
の
会
報
で
は
表
紙
と
特

集
で
「
道
の
駅
　
湘
南
ち
が
さ

き
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
道
の
駅
と
聞
く
と
、
観
光
客
向

け
の
施
設
か
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
地
元
住
民
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
夏
の
暑
さ
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
皆
様
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　  

広
報
委
員
会
　
一
同

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
発

行
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら

び
に
会
員
専
用
サ
イ
ト
「S
m
ile
 to
 

S
m
ile

」
を
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　特
に
、
会
員
専
用
サ
イ
ト
「S

m
ile 

to
 
S
m
ile

」
は
、
会
員
個
人
に
向
け
て

の
郵
送
物
や
情
報
の
や
り
取
り
に
つ
い

て
も
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
会
員
の
皆

様
の
来
所
の
負
担
を
減
ら
す
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局

窓
口
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
が
選
定
す
る
「
安
全
就
業
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
茅
ヶ

崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
の
安
全
就
業
へ
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
六
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
七
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
六
百
九

十
三
名
の
出
席
者
（
委
任
状
等
を
含
む
）
が
あ
り
、

次
の
議
案
等
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　議

　題

（
一
）

 
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
七
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
七
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
七
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投

　
　
　
　
　
　資
の
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
第
四
号

　令
和
六
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い

　
　
　
　
　
　て

（
二
）

 
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　定
款
の
変
更
に
つ
い

　て
議
案
第
二
号

　令
和
六
年
度
事
業
報

　告
の
承
認

議
案
第
三
号

　令
和
六
年
度
決
算
の

　承
認

　監
査
報
告

永
年
功
労
者
の
表
彰

　当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
多
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
正
会
員
の
功
績
を
称
え
、
定
時
総
会
に
て
次

の
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

正
会
員
二
十
七
名
（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

村
瀬

　一
雄

　
　伊
藤

　靜
枝

　
　石
渡

　義
和

鈴
木

　信
男

　
　堀
内

　光
昭

　
　山
本

　康
夫

湯
川

　
　徹

　
　若
月

　秋
雄

　
　江
上

　
　稔

古
家

　史
記

　
　田
村

　清
子

　
　高
橋

　信
昭

伊
藤

　一
夫

　
　門
脇

　久
夫

　
　遠
藤

　利
明

太
田

　道
夫

　
　大
地

　和
生

　
　二
方

　文
雄

舟
原

　勝
敏

　
　程
島

　廣
行

　
　以
倉

　正
樹

木
村

　充
子

　
　小
林

　惠
介

　
　小
林

　美
智

端
山

　幾
雄

　
　福
井

　正
昭

　
　吉
岡

　
　攻

　

　定
時
総
会
終
了
後
、
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　安

全
講
習
会
で
は
茅
ヶ
崎
市
安
全
対
策
課
職
員
に
よ

る
自
転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　茅
ヶ
崎
市
は
自
転
車
を
利
用
す
る
人
が
多
く
、
自
転

車
の
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の

行
き
帰
り
途
中
の
事
故
も
、
毎
年
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
転
車
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
運
転
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
と
し
て

　
　① 

車
道
が
原
則
・
歩
道
は
例
外

　
　② 

交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
て
安
全
確
認

　
　③ 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
　④ 

飲
酒
運
転
は
禁
止

　
　⑤ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　こ
れ
ら
の
五
則
を
守
り
、
ま
た
自
転
車
も
乗
れ
ば
車

の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
被
害
者
と

し
て
も
、
加
害
者
と
し
て
も
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
注
意
し
て
運
転
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 安

全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

令和七年度　定時総会

永年功労者の方々（当日出席）

自
転
車
も
　

乗
れ
ば
車
の

仲
間
入
り

だ
よ
！

会
員
業
務
委
託
料（
配
分
金
）

の
時
間
単
価
に
つ
い
て

　セ
ン
タ
ー
事
務
支
局
窓
口
横
に
「
シ

ル
バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
意

見
箱
）」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
ご
提
案
、
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
会
員
専
用
ペ
ー

シ
ル
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員
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さ
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き
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意
見
箱
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て
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2026年４月１日スタート！ 「自転車青切符制度」とは？2026年４月１日スタート！ 「自転車青切符制度」とは？

ながらスマホ運転
12,000円

信号無視・逆走など
6,000円

傘さし・イヤホン使用
5,000円

悪質な歩道走行・逆走など
6,000円

主な違反と
反則金一覧
主な違反と
反則金一覧

ラチエン通りから
見た、実際よりも
大きく見える
『お化け烏帽子』。

令和７年７月７日OPEN！　
道の駅湘南ちがさき

　２０２６年４月から、自転車の交通違反に対して「青切符（反則金）」が全国で導入されることが決
定しました。これまでは注意や警告にとどまっていた違反行為にも、正式に反則金が科されるようにな
ります。反則金については、２０２５年６月１７日に正式に決定されました。主な違反と反則金は以下
のとおりです。

　警察から青切符を発行された場合、定められた期間内に反則金を納付しないと刑事手続きに移行する
場合もあるので、注意が必要です。反則金や罰則を受けないため、何よりも事故を起こさないため、正
しい自転車運転を心がけましょう。

　ルドルフ・ラチエンはドイツの貿易商・実業家で、1903年に23歳で来日し、東京でドイツ製品の輸入を行う
ラチエン商会を経営していました。1932年ごろには茅ヶ崎の松が丘一帯に東京ドーム程の約５０，０００㎡の
広大な別荘を構え、桜を好んだラチエンは別荘から海に向かうまでの道に１２０本の桜を植え、桜並木を作り
ました。この道は当時「桜道」と呼ばれ、地域の人々に親しまれました。
　妻の朝於（アサオ）は茅ヶ崎に実家を持つ宇宙飛行士「土井隆雄」さんの縁戚で、ラチエンが２９歳、アサ
オが１７歳の時に結婚しました。
　終戦直前には東京大空襲でラチエン商会の建物が焼失し、夫妻は茅ヶ崎の別荘に引越しましたが、終戦
後、別荘本館はGHQに接収されてしまいました。その後、敷地内の小さな小屋で生活し、６８歳でラチエン
はその生涯を閉じました。
　かつて「桜道」と呼ばれた通りを含む国道１号（松林）から国道１３４号（菱沼海岸）まで南北約２ｋｍに伸び
る市道は、いつしか「ラチエン通り」と呼ばれるようになり、2001年には市が「ラチエン通り」という愛称を
正式に認め、今日でも「ラチエン通り」として親しまれています。
　また、茅ヶ崎出身の桑田佳祐（サザンオールスターズ）が、この通りに住ん
でいた中学時代の初恋の「シスター」を想って作った『ラチエン通りのシス
ター』という歌でも有名です。

ルドルフ・ラチエン

令和７年７月７日OPEN！　
道の駅湘南ちがさき

茅ヶ崎ゆかりの人物紹介

ラチエン夫妻地図


